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第
二
稿
と
な
る
本
稿
で
は
、
三
十
五
歳
か
ら
三
十
六
歳
夏
ま
で
の
期

間
を
対
象
に
、「
山
の
詩
人
」
と
し
て
の
白
居
易
の
本
質
を
考
察
す
る（
１
）。

制
科
を
受
験
し
て
盩
厔
県
尉
と
な
り
、
や
が
て
都
に
召
還
さ
れ
集
賢
殿

校
理
と
な
っ
た
時
期
に
あ
た
る
。

　

永
貞
二
（
元
和
元
）
年
（
八
〇
六
）
正
月
十
九
日
に
順
宗
が
四
十
六

歳
で
崩
ず
る
と
、
憲
宗
は
改
元
し
て
「
元
和
」
の
御
代
と
な
っ
た
。
居

易
は
校
書
郎
（
正
九
品
上
）
を
辞
し
て
元
稹
と
と
も
に
長
安
永
崇
里
の

華
陽
観
に
閉
居
。
貞
元
十
年
（
七
九
四
）
以
来
、
十
二
年
ぶ
り
に
行
わ

れ
る
制
科
（
制
挙
）
受
験
に
備
え
た
。「
策
林
七
十
五
道
」（
2013
～
2092
）

は
そ
の
際
に
試
作
さ
れ
た
模
擬
答
案
で
あ
る
。
万
全
の
準
備
を
整
え
て

才
識
兼
茂
明
於
体
用
科
に
応
じ
た
居
易
は
、
四
月
二
十
八
日
、
第
四
等

（
実
質
二
位
）
で
及
第
。
盩
厔
県
尉
を
授
け
ら
れ
た
。
元
稹
は
第
三
等

（
実
質
一
位
）
で
右
拾
遺
と
な
る
。

　
一
　
山
の
詩
①
―
元
和
元
年
、
仙
遊
山

　

五
月
に
盩
厔
県
へ
着
任
し
た
居
易
は
、
七
月
に
は
兼
務
地
の
昭
応
県

に
赴
く
こ
と
と
な
り
、
こ
う
し
た
境
遇
を
「
趨
走
の
吏
」
と
呼
び
、
嘆

い
て
い
る
。「
昭
応
を
権
摂
せ
し
と
き
、
早
秋
に
事
を
書
し
、
元
拾
遺

に
寄
せ
、
兼
ね
て
李
司
録
に
呈
す
（
権
摂
昭
応
、
早
秋
書
事
、
寄
元
拾

遺
、
兼
呈
李
司
録
）」（
0394
）
に
い
う（
２
）。

　
　

夏
閏
に
し
て
秋
候
早
く
、
七
月　

風
騒
騒
た
り

　
　

渭
川　

煙
景
晩
れ
、
驪
山　

宮
殿
高
し

　
　

丹
陛
（
朝
廷
）
に
子
（
元
稹
）
は
諌
を
司
り

　
　

赤
県
（
昭
応
）
に
我
は
徒
ら
に
労
す

　
　

相
去
る
こ
と
半
日
の
程
な
る
も
、
同と
も

に
遊
遨
す
る
を
得
ず

　
　

官
に
到
り
て 

来
こ
の
か
た

十
日
、
鏡
を
覧
る
に
二
毛
を
生
ず

　
　

憐
れ
む
べ
し　

趨
走
の
吏

0

0

0

0

、
塵
土　

青
袍
に
満
つ

　
　

郵
伝　

両
駅
を
擁
し
、
簿
書
は
六
曹
に
堆
う
ず
た
か

し

　
　

為
に
問
ふ　

紀
綱
の
掾
（
李
司
録
）



二
〇

　
　

何
ぞ
必
ず
し
も
鉛
刀
（
鈍
才
の
自
分
）
を
使
は
ん

　
　
　

夏
閏
秋
候
早
、
七
月
風
騒
騒
。
渭
川
煙
景
晩
、
驪
山
宮
殿
高
。

　
　
　

丹
陛
子
司
諌
、
赤
県
我
徒
労
。
相
去
半
日
程
、
不
得
同
遊
遨
。

　
　
　

到
官
来
十
日
、
覧
鏡
生
二
毛
。
可
憐
趨
走
吏
、
塵
土
満
青
袍
。

　
　
　

郵
伝
擁
両
駅
、
簿
書
堆
六
曹
。
為
問
紀
綱
掾
、
何
必
使
鉛
刀
。

　

長
安
を
は
さ
ん
で
東
西
に
離
れ
た
二
県
の
尉
を
兼
務
す
る
こ
と
は
、

新
任
の
居
易
に
と
っ
て
激
務
で
あ
り
、
過
剰
な
負
担
と
思
わ
れ
た
。
尾

聯
で
は
そ
の
不
満
を
訴
え
て
い
る
。
任
務
は
夏
税
の
徴
収
（
通
常
は
六

月
納
税
）
に
関
す
る
も
の
か
。
昭
応
県
は
今
の
西
安
市
臨
潼
区
に
位
置

し
、
近
く
の
驪
山
華
清
宮
は
玄
宗
が
楊
貴
妃
と
避
寒
に
訪
れ
た
温
泉
宮

と
し
て
名
高
い
。
こ
の
離
宮
を
直
接
目
に
す
る
地
に
赴
任
し
た
こ
と

は
、
五
ヶ
月
後
の
「
長
恨
歌
」
制
作
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ

る
。

　

次
掲
の
詩
「
盩
厔
県
の
北
楼
に
て
山
を
望
む
（
盩
厔
県
北
楼
望
山
）」

（
0635
）
は
、
盩
厔
県
に
戻
っ
て
間
も
な
く
の
作
だ
ろ
う
。
自
注
に
「
此

れ
よ
り
後
の
詩
、
畿
尉
た
り
し
時
作
る
（
自
此
後
詩
、
為
畿
尉
時
作
）」

と
あ
る
。

　
　

一
た
び
趨
走
の
吏
と
為
っ
て
、
塵
土　

顔
開
か
ず

　
　

平
生
の
眼
に
辜
負
し
て
、
今
朝　

始
め
て
山
を
見
る

　
　
　

一
為
趨
走
吏
、
塵
土
不
開
顔
。
辜
負
平
生
眼
、
今
朝
始
見
山
。

着
任
以
来
、
東
奔
西
走
、
盩
厔
県
で
の
徴
税
が
済
む
と
、
昭
応
県
へ
走

ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
県
尉
の
職
務
に
忙
殺
さ
れ
、
好
き
な
山
を
眺

め
る
余
裕
も
な
く
、「
今
朝 

始
め
て
山
を
見
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
山
」
は
県
南
に
陸
続
と
聳
え
る
秦
嶺
山
脈
。
そ
の
最
高
峰
が
太
白
山

（
標
高
三
七
六
七
ｍ
）
で
あ
る
。
一
息
つ
い
た
居
易
は
「
李
十
一
建
に

寄
す
（
寄
李
十
一
建
）」（
0201
）
を
書
き
、
長
安
の
親
友
李
建
に
、
か

ね
て
の
約
束
通
り
盩
厔
へ
来
遊
す
る
よ
う
促
し
た
。「
手
を
分
か
ち
て

来こ
の
か
た

幾
時
ぞ
、
明
月
三
四
た
び
盈み

つ
」「
此
に
及
ん
で
新
蝉
鳴
く
」
の

句
か
ら
、
羅
聯
添
は
初
秋
七
月
の
作
と
み
る
。
詩
の
末
尾
に
い
う
、

　
　

豈
に
駕
を
命
ぜ
ん
こ
と
を
思
は
ざ
ら
ん
や
、
吏
職
坐ま
さ

に
相
縈ま
と

ふ

　

  

前
期　

君　

期
有
り
、
我
を
訪
う
て
山
城
に
来
た
れ

　
　

心
賞
久
し
く
云こ
こ

に
阻
た
る
、
言
約　

自
ら
軽
ん
ず
る
無
か
れ

　
　

相
去
る
こ
と
幸
ひ
に
遠
き
に
非
ず
、
馬
を
走
ら
す
こ
と
一
日
の
程

　
　
　

豈
不
思
命
駕
、
吏
職
坐
相
縈
。
前
期
君
有
期
、
訪
我
来
山
城
。

　
　
　

心
賞
久
云
阻
、
言
約
無
自
軽
。
相
去
幸
非
遠
、
走
馬
一
日
程
。

　

こ
の
頃
に
な
る
と
友
人
を
「
山
城
（
盩
厔
県
）」
に
招
く
余
裕
が
生

じ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
宿
舎
の
庭
に
竹
を
植
え
、
長
安
常
楽
里
の
時

と
同
じ
く
（
注
１
の
第
一
稿
参
照
）「
閑
居
」
の
風
情
を
整
え
た
。

　
　

邑
に
佐
た
り
て
意
適
せ
ず
、
門
を
閉
づ
れ
ば
秋
草
生
ず

　
　

何
を
以
て
か
野
性
を
娯た
の

し
ま
し
め
ん
、
竹
を
種
う
る
こ
と
百
余
茎

　
　

此
の
渓
上
の
色
を
見
れ
ば
、
山
中
の
情
を
憶
ひ
得
た
り

　
　

時
有
り
て
公
事
に
暇
あ
れ
ば
、
尽
日　

欄
を
繞
り
て
行
く

　
　

言
ふ
勿
れ　

根
未
だ
固
か
ら
ず
と
、
言
ふ
勿
れ　

陰
未
だ
成
ら
ず
と

　
　

已
に
覚
ゆ　

庭
宇
の
内
、
稍
稍
と
し
て
余
清
有
る
を

　
　

最
も
愛
す　

窓
に
近
く
臥
せ
ば
、
秋
風　

枝
に
声
有
る
を

　
　
　

佐
邑
意
不
適
、
閉
門
秋
草
生
。
何
以
娯
野
性
、
種
竹
百
余
茎
。



「
山
の
詩
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」
白
居
易
〔
二
〕

二
一

　
　
　

見
此
渓
上
色
、
憶
得
山
中
情
。
有
時
公
事
暇
、
尽
日
繞
欄
行
。

　
　
　

勿
言
根
未
固
、
勿
言
陰
未
成
。
已
覚
庭
宇
内
、
稍
稍
有
余
清
。

　
　
　

最
愛
近
窓
臥
、
秋
風
枝
有
声
。�

「
新
栽
竹
」（
0395
）

新
た
に
竹
を
栽う

え
た
庭
は
、「
山
中
」
を
思
わ
せ
る
風
情
。
こ
の
情
趣

を
解
し
得
る
の
は
誰
か
。
白
羽
の
矢
を
立
て
た
の
は
王
質
夫
で
あ
っ

た
。

　
　

足
を
濯
ふ　

雲
水
の
客
、
腰
を
折
る　

簪し
ん

笏こ
つ

の
身

　
　

諠
閑　

跡
相
背
き
、
十
里　

別
れ
て
旬
を
経
た
り

　
　

忽
ち
逸
興
に
乗
ず
る
に
因
り
、
囂
塵
を
訪
ふ
を
惜
し
む
莫
か
れ

　
　

窗
前 

故
こ
と
さ
ら

に
竹
を
栽
ゑ
、
君
の
与た
め

に
主
人
と
為
る

　
　
　

濯
足
雲
水
客
、
折
腰
簪
笏
身
。
諠
閑
跡
相
背
、
十
里
別
経
旬
。

　
　
　

忽
因
乗
逸
興
、
莫
惜
訪
囂
塵
。
窗
前
故
栽
竹
、
与
君
為
主
人
。

こ
の
「
王
質
夫
を
招
く
（
招
王
質
夫
）」（
0181
）
に
は
「
此
れ
よ
り
後
の

詩
は
、
盩
厔
尉
為た

り
し
時
作
る
（
自
此
後
詩
、
為
盩
厔
尉
時
作
）」
と

自
注
が
あ
り
、『
文
集
』
に
質
夫
が
初
め
て
登
場
す
る
作
品
で
あ
る
。

当
時
彼
は
仙
遊
山
の
渓
谷
、
薔
薇
澗
に
住
ん
で
い
た
（
後
出
0645
）。
そ

こ
か
ら
盩
厔
県
ま
で
は
「
十
里
（
約
5.6
き
）」
に
す
ぎ
な
い
が
、
も
う

十
日
も
会
っ
て
い
な
い
。「
君
の
た
め
わ
ざ
わ
ざ
庭
に
竹
を
植
え
た
。

ぜ
ひ
客
人
と
し
て
お
招
き
し
た
い
」
と
書
き
送
っ
た
の
で
あ
る
。

　

八
月
に
な
る
と
、
居
易
は
み
ず
か
ら
仙
遊
山
へ
足
を
運
ぶ
。「
秋
霖

の
中
、
尹
縦
之
が
仙
遊
の
山
居
に
過よ
ぎ

る
（
秋
霖
中
、
過
尹
縦
之
仙
遊
山

居
）」（
0396
）
に
い
う
、

　
　

惨
惨
た
り　

八
月
の
暮
れ
、
連
連
た
り　

三
日
の
霖

　
　

邑
居
す
ら
尚
ほ
愁
寂
た
る
に
、
況
ん
や
乃
ち
山
林
に
在
る
を
や

　
　

林
下
に
志
士
有
り
、
苦
学
し
て
光
陰
を
惜
し
む
。
…
…

　
　

君
が
寂
寞
の
意
を
憐
れ
み
、
酒
を
携
へ
て
一
た
び
相
尋
ぬ

　
　
　

惨
惨
八
月
暮
、
連
連
三
日
霖
。
邑
居
尚
愁
寂
、
況
乃
在
山
林
。

　
　
　

林
下
有
志
士
、
苦
学
惜
光
陰
…
…
憐
君
寂
寞
意
、
携
酒
一
相
尋
。

「
尹
縦
之
」
は
不
詳
だ
が
、
仙
遊
山
に
は
、
彼
の
よ
う
に
科
挙
受
験
に

向
け
孤
独
に
苦
学
す
る
者
も
住
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　

前
稿
で
み
た
よ
う
に
、
居
易
は
「
本
性
山
寺
を
便
と
す
る
（
山
の
寺

に
居
る
と
心
身
と
も
に
安
ら
ぐ
）」
人
間
で
あ
っ
た
（「
遊
藍
田
山
卜

居
」
0250
）。
ひ
と
た
び
仙
遊
山
が
気
に
入
る
と
余
暇
に
し
ば
し
ば
訪
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。「
仙
遊
山
に
遊
ぶ
（
遊
仙
遊
山
）」（
0663
）
に
、

　
　

闇
に
心
地
を
将
て
人じ
ん

間か
ん

（
俗
世
）
を
出
で
、

　
　

五
六
年
来　

人　

閑
な
る
を
怪
し
む

　
　

自
ら
嫌う
か
が

ふ　

恋
著
の
未
だ
全
く
は
尽
き
ざ
る
を

　
　

猶
ほ
雲
泉
を
愛
し
て
多
く
山
に
在
り

　
　
　

闇
将
心
地
出
人
間
、
五
六
年
来
人
怪
閑
。
自
嫌
恋
著
未
全
尽
、

　
　
　

猶
愛
雲
泉
多
在
山
。

と
。
承
句
に
「
五
六
年
来
」
と
い
う
の
は
、
六
年
前
、
貞
元
十
六
年

（
八
〇
〇
）
の
進
士
科
及
第
以
降
を
指
す
。
王
質
夫
と
と
も
に
「
林
間

に
酒
を
暖
め
て
紅
葉
を
焼
き
」（
0715
）、「
秋
に
雲
居
の
閣
に
上
」
っ
た

（
0532
）
の
も
、
こ
の
元
和
元
年
秋
で
あ
る
。

　

冬
に
ま
た
山
遊
に
招
か
れ
た
が
、
職
務
の
た
め
断
る
ほ
か
な
か
っ

た
。「
王
十
八
・
李
大
が
山
に
遊
ぶ
に
招
か
れ
し
に
酬
ゆ
（
酬
王



二
二

十
八
・
李
大
見
招
遊
山
）」（
0639
）
に
い
う
、

　
　
　

自
ら
憐
む　

幽
会　

心
期
の
阻へ
だ
た

る
を

　
　
　

復
た
愧
づ　

嘉
招　

書
信
の
頻
な
る
を

　
　
　

王
事　

身
を
牽
い
て
去
り
得
ず

　
　
　

満
山
の
松
雪　

他
人
に
属
す

　
　
　
　

自
憐
幽
会
心
期
阻
、
復
愧
嘉
招
書
信
頻
。
王
事
牽
身
去
不

得
、
満
山
松
雪
属
他
人
。

十
一
月
に
は
冬
税
を
納
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
納
税
徴
収
に
支
障
な
き
よ

う
吏
務
に
忙
殺
さ
れ
て
い
た
か
。「
満
山
の
松
雪 

他
人
に
属
す
」
の
句

に
は
、「
山
の
詩
人
」
の
悔
し
さ
が
に
じ
む
。

　

十
二
月
、
吏
務
が
一
段
落
し
た
居
易
は
、
よ
う
や
く
仙
遊
山
を
訪

れ
、
王
質
夫
や
陳
鴻
と
仙
遊
寺
に
遊
ぶ
。「
長
恨
歌
」
は
こ
の
際
に
作

ら
れ
た
が
、
次
節
で
は
制
作
の
背
景
に
つ
い
て
一
つ
の
仮
説
を
提
示
し

た
い
。

　
二
　
山
の
詩
②
―
「
長
恨
歌
」

　

陳
鴻
の
「
長
恨
歌
伝
」
に
い
う
、

　
　

元
和
元
年
冬
十
二
月
、
太
原
の
白
楽
天
、
校
書
郎
よ
り
盩
厔
に
尉

た
り
。
鴻
と
琅
邪
の
王
質
夫
と
は
、
是
の
邑む
ら

に
家
す
。
暇
日
、
相

携
へ
て
仙
遊
寺
に
遊
ぶ
。
語
り
て
此
の
事
に
及
び
、
相
与と
も

に
感
嘆

す
。
質
夫
は
酒
を
楽
天
の
前
に
挙
げ
て
曰
く
、
夫
れ
希
代
の
事

は
、
出
世
の
才
の
之
を
潤
色
す
る
に
遇
ふ
に
非
ず
ん
ば
、
則
ち
時

と
消
没
し
、
世
に
聞
こ
え
ず
。
楽
天
は
詩
に
深
く
、
情
に
多
き
者

な
り
。
試
み
に
為
め
に
之
を
歌
に
し
て
は
、
如
何
と
。
楽
天
因
り

て
長
恨
歌
を
為
る
。

　
　

元
和
元
年
冬
十
二
月
、
太
原
白
楽
天
、
自
校
書
郎
尉
于
盩
厔
。
鴻

与
琅
邪
王
質
夫
、
家
于
是
邑
。
暇
日
、
相
携
遊
仙
遊
寺
。
語
及
此

事
、
相
与
感
嘆
。
質
夫
挙
酒
於
楽
天
前
曰
、
夫
希
代
之
事
、
非
遇

出
世
之
才
潤
色
之
、
則
与
時
消
没
、
不
聞
于
世
。
楽
天
深
於
詩
、

多
於
情
者
也
。
試
為
歌
之
、
如
何
。
楽
天
因
為
長
恨
歌
。

　

こ
の
時
居
易
は
、
煩
わ
し
い
吏
務
か
ら
よ
う
や
く
解
放
さ
れ
、
詩
人

の
本
性
が
最
も
安
ら
ぐ
「
山
の
寺
」
に
お
い
て
、
超
俗
の
「
山
人
」
た

ち
と
酒
を
酌
み
交
わ
し
て
い
た（
３
）。

文
字
通
り
「
仙
遊
」
の
世
界
に
身
を

置
い
て
い
た
の
で
あ
る
。「
歌
」
の
後
半
も
ま
さ
に
「
仙
遊
」
世
界
。

仙
女
と
な
っ
た
貴
妃
が
、
仙
界
で
道
士
と
対
面
す
る
場
面
が
展
開
さ
れ

て
い
る
。
即
ち
、
現
実
の
場
と
作
品
世
界
は
呼
応
し
響
き
合
う
。
指
摘

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
長
恨
歌
」
の
本
質
は
、
制
作
の
場
・
時
・
状

況
と
、
深
い
関
連
性
を
持
つ
の
で
あ
る（
４
）。

　

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、「
歌
」
に
お
け
る
驪
山
華
清
宮
の
重
要
性

で
あ
る
。
全
百
二
十
句
中
、
驪
山
華
清
宮
を
舞
台
と
す
る
場
面
が
二
十

句
を
占
め
る
。

　

①
春
寒
賜
浴
華
清
池
、
温
泉
水
滑
洗
凝
脂
。
～
春
宵
苦
短
日
高
起
、

従
此
君
王
不
早
朝
。

　

②
驪
宮
高
処
入
青
雲
、
仙
楽
風
飄
処
処
聞
。
～
漁
陽
鼙
鼓
動
地
来
、

驚
破
霓
裳
羽
衣
曲
。



「
山
の
詩
人
」
白
居
易
〔
二
〕

二
三

　

③
七
月
七
日
長
生
殿
、
夜
半
無
人
私
語
時
。
在
天
願
作
比
翼
鳥
、
在

地
願
為
連
理
枝
。
天
長
地
久
有
時
尽
、
此
恨
綿
綿
無
絶
期
。

な
か
で
も
③
は
、「
長
恨
歌
」（
長0

久
な
る
痛
恨0

〔
永
遠
の
愛
〕
の
歌0

）
の

本
質
に
関
わ
る
表
現
で
あ
る
。
こ
の
場
面
を
、
陳
鴻
「
伝
」
は
こ
う
記

す
。

　
　

昔
天
宝
十
載
、
輦れ
ん

に
侍
し
て
暑
を
驪
山
宮
に
避
く
。
秋
七
月
、
牽

牛
織
女
相
見
る
の
夕
べ
、
秦
人
の
風
俗
、
是
の
夜
に
錦
繍
を
張

り
、
飲
食
を
陳つ
ら

ね
、
瓜
華
を
樹
て
、
香
を
庭
に
焚
き
、
号
し
て
乞

巧
と
為
し
、
宮
掖
の
間
尤
も
之
を
尚
ぶ
。
時
に
夜
殆
ん
ど
半
ば
な

り
。
侍
衛
を
東
西
の
廂
に
休
ま
し
め
、
独
り
上
に
侍
る
。
上
は
肩

に
凭よ

り
て
立
ち
、
因
り
て
天
を
仰
ぎ
て
牛
女
の
事
に
感
じ
、
密
か

に
心
に
相
誓
ふ
。
願
は
く
は
世
世
夫
婦
と
為
ら
ん
と
。
言
ひ
畢お
わ

り

て
、
手
を
執
り
て
各
の
嗚
咽
す
。
此
れ
独
り
君
王
之
を
知
る
の
み

と
。
因
り
て
自
ら
悲
し
み
て
曰
く
、
此
の
一
念
に
由
り
て
、
又
此

に
居
る
を
得
ず
。
復
た
下
界
に
堕
ち
て
、
且
に
後
縁
を
結
ば
ん
と

す
。
或
は
天
と
為
り
、
或
は
人
と
為
る
も
、
決か
な
ら

ず
再
び
相
見
て
、

好
合
す
る
こ
と
旧
の
如
く
な
ら
ん
と
。

　
　

昔
天
宝
十
載
、
侍
輦
避
暑
驪
山
宮
。
秋
七
月
、
牽
牛
織
女
相
見
之

夕
、
秦
人
風
俗
、
是
夜
張
錦
繍
、
陳
飲
食
、
樹
瓜
華
、
焚
香
于

庭
、
号
為
乞
巧
、
宮
掖
間
尤
尚
之
。
時
夜
殆
半
。
休
侍
衛
於
東
西

廂
、
独
侍
上
。
上
凭
肩
而
立
、
因
仰
天
感
牛
女
事
、
密
相
誓
心
。

願
世
世
為
夫
婦
。
言
畢
、
執
手
各
嗚
咽
。
此
独
君
王
知
之
耳
。
因

自
悲
曰
、
由
此
一
念
、
又
不
得
居
此
。
復
堕
下
界
、
且
結
後
縁
。

或
為
天
、
或
為
人
、
決
再
相
見
、
好
合
如
旧
。

　

こ
の
「
七
夕
の
夕
べ
に
お
け
る
男
女
の
密
誓
」、
即
ち
「
願
は
く
は

世
世
夫
婦
と
為
ら
ん
」
の
誓
願
こ
そ
は
、「
長
恨
歌
」
の
原
点
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
密
誓
の
「
時
と
場
」
を
示
し
た
「
七
月
七

日
長
生
殿
」
の
句
は
、「
長
恨
歌
」
の
時
空
を
本
質
的
に
規
定
す
る
も

の
で
あ
る
。「
歌
」
の
世
界
は
す
べ
て
「
七
月
七
日
長
生
殿
」
の
密
誓

へ
向
け
て
展
開
す
る
の
で
あ
り
、「
長
恨
歌
」
は
、
居
易
が
「
七
月
七

日
長
生
殿
」
の
時
空
を
定
め
た
瞬
間
に
そ
の
産
声
を
上
げ
た
、
と
い
っ

て
も
よ
い
。

　

し
か
し
、
こ
の
「
七
月
七
日
長
生
殿
」
は
史
実
で
は
あ
り
得
な
い
設

定
で
あ
っ
た
。
竹
村
則
行
氏
は
こ
う
指
摘
す
る（
５
）。

　
　
　

し
か
し
な
が
ら
、
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
驪
山
長
生
殿
で
の
七

夕
密
誓
と
い
う
名
場
面
は
、
史
実
と
し
て
は
絶
対
に
あ
り
得
な
い

文
学
上
の
虚
飾
で
あ
っ
た
。
則
ち
、『
資
治
通
鑑
』
や
『
旧
唐
書
』

『
新
唐
書
』
等
の
正
史
の
記
録
を
繙
い
て
見
て
も
、
玄
宗
が
驪
山

の
華
清
宮
に
赴
い
た
の
は
旧
暦
十
月
か
ら
数
ヶ
月
に
渡
る
避
寒

0

0

旅

行
で
あ
っ
て
、
ま
だ
猛
暑
の
残
る
七
月
七
日
に
驪
山
へ
避
暑

0

0

に
出

か
け
た
記
録
は
何
処
に
も
無
い
。
…
…

　

何
故
居
易
は
、
密
誓
の
時
空
を
「
七
月
七
日
長
生
殿
」
と
し
た
の

か
。
こ
の
時
空
の
設
定
が
「
歌
」
の
本
質
と
不
可
分
で
あ
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
単
に
馬
嵬
近
隣
の
伝
承
に
拠
っ
た
と
見
る
通
説
は
、
論
拠
と

し
て
弱
い
。
竹
村
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
長
恨
歌
伝
」
に
「
夫
希

代
之
事
、
非
遇
出
世
之
才
潤
色

0

0

之
、
則
与
時
消
没
、
不
聞
于
世
」
と
あ



二
四

る
、
居
易
の
「
潤
色
」、
即
ち
意
図
的
な
設
定
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
そ
の
着
想
は
現
実
に
根
ざ
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　

前
掲
の
詩
「
権
摂
昭
応
、
早
秋
書
事
、
寄
元
拾
遺
、
兼
呈
李
司
録
」

（
0394
）
に
い
う
、

　
　

夏
閏
に
し
て
秋
候
早
く
、
七
月　

風
騒
騒
た
り

　
　

渭
川　

煙
景
晩
れ
、
驪
山　

宮
殿
高
し

　
　

丹
陛
（
朝
廷
）
に
子
（
元
稹
）
は
諌
を
司
り
、

　
　

赤
県
（
昭
応
）
に
我
は
徒
ら
に
労
す

　

こ
の
詩
に
よ
れ
ば
、
元
和
元
年
秋
七
月
に
居
易
は
昭
応
県
に
い
た
。

平
岡
武
夫
『
唐
代
の
暦
』（
昭
和
五
二
年
・
同
朋
舎
出
版
）
を
繙
け
ば
、

こ
の
年
は
閏
六
月
が
あ
り
、
七
月
に
は
例
年
よ
り
も
秋
が
深
ま
っ
て
い

た
。「
長
恨
歌
」
制
作
の
五
ヶ
月
ほ
ど
前
に
あ
た
る
。
両
『
唐
書
』
地

理
志
に
よ
れ
ば
、
華
清
宮
は
昭
応
県
の
管
轄
域
に
あ
り
「（
県
）
治
は

温
泉
宮
（
華
清
宮
）
の
西
北
」
に
位
置
し
た
。
そ
の
県
尉
を
兼
ね
た
居

易
は
、
秋
七
月
に
昭
応
県
を
訪
れ
、
華
清
宮
の
間
近
に
い
た
の
で
あ

る
。「
夏
閏
に
し
て
秋
候
早
く
」
の
句
か
ら
推
せ
ば
、「
長
恨
歌
伝
」
に

「
秦
人
風
俗
、
是
夜
張
錦
繍
、
陳
飲
食
、
樹
瓜
華
、
焚
香
于
庭
、
号
為

乞
巧
、
宮
掖
間
尤
尚
之
。」
と
記
す
七
夕
を
昭
応
県
で
迎
え
た
可
能
性

が
高
い
。

　

昭
応
県
の
華
清
宮
に
つ
い
て
、
居
易
は
元
和
四
年
（
八
〇
九
）
の
新

楽
府
「
驪
宮
高
し
（
驪
宮
高
）」（
0145
）
で
、
こ
う
詠
っ
て
い
る
。

　
　

高
高
た
る
驪
山　

上
に
宮
有
り
、
朱
楼　

紫
殿　

三
四
重

　
　

遅
遅
た
る
春
日
、
玉
甃
暖
か
に
し
て
温
泉
溢
る

　
　

嫋
嫋
た
る
秋
風
、
山
蝉
鳴
き
て
宮
樹
紅
な
り

　
　

翠
華
来
ら
ず　

歳
月
久
し
、
牆
に
衣こ
け

有
り　

瓦
に
松
有
り
…
…

　
　
　

高
高
驪
山
上
有
宮
、
朱
楼
紫
殿
三
四
重
。
遅
遅
兮
春
日
、
玉
甃

　
　
　

暖
兮
温
泉
溢
。
嫋
嫋
兮
秋
風
、
山
蝉
鳴
兮
宮
樹
紅
。
翠
華
不
来

　
　
　

歳
月
久
、
牆
有
衣
兮
瓦
有
松
…
…

　

指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
華
清
宮
は
当
時
す
で
に
零
落
し
て
お

り
、
そ
の
惨
状
は
中
晩
唐
の
詩
に
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
（
竹
村
氏
前
掲

書
一
四
五
頁
）。
こ
の
「
驪
宮
高
」
の
詩
で
は
「
牆
に
衣こ
け

有
り
瓦
に
松

有
り
」
の
句
が
該
当
す
る
が
、
こ
の
表
現
は
実
見
に
基
づ
く
で
あ
ろ

う
。
憶
測
に
な
る
が
、
元
和
元
年
七
月
に
昭
応
県
へ
赴
い
た
居
易
は
、

職
務
の
合
間
に
零
落
し
た
華
清
宮
を
訪
れ
、
昭
応
県
に
住
ま
う
「
天
宝

の
遺
民
」
か
ら
李
楊
の
故
事
を
取
材
し
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　

中
晩
唐
に
お
い
て
華
清
宮
は
零
落
し
て
し
ま
い
、
盛
唐
の
栄
華
は

た
だ
そ
の
面
影
を
偲
ぶ
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
中
晩
唐
ま
で
生
き
延

び
た
天
宝
の
遺
民
は
、
盛
唐
の
生
き
証
人
と
し
て
、
む
し
ろ
積
極

的
に
自
分
の
青
春
の
思
い
出
た
る
楊
貴
妃
故
事
を
聴
衆
に
語
り
聞

か
せ
た
の
で
あ
る
。
先
に
あ
げ
た
中
晩
唐
詩
人
の
詠
華
清
宮
詩
の

詩
材
の
供
給
源
は
、
伝
聞
の
又
伝
聞
も
含
め
て
、
多
く
そ
れ
ら
盛

唐
の
遺
民
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宋
・
張
兪
「
驪
山
記
」
中

に
登
場
す
る
古
老
も
、
そ
の
よ
う
な
華
清
宮
楊
貴
妃
故
事
の
語
り

部
の
子
孫
で
あ
る
。
…
…
や
が
て
こ
れ
ら
の
楊
貴
妃
故
事
は
、
白

居
易
「
長
恨
歌
」、
陳
鴻
「
長
恨
歌
伝
」
…
…
の
よ
う
な
作
品
に

結
実
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。�

（
竹
村
氏
前
掲
書
一
五
〇
頁
）



「
山
の
詩
人
」
白
居
易
〔
二
〕

二
五

　

元
和
四
年
の
新
楽
府
「
新
豊
の
折
臂
翁
」（
0133
）
も
、
そ
う
し
た

「
天
宝
の
遺
民
」
の
一
人
で
あ
っ
た
。

　
　

新
豊
の
老
翁　

八
十
八
、
頭
鬢　

鬚
眉　

皆
雪
に
似
た
り

　
　

玄
孫
に
扶
け
ら
れ
て
店
前
に
向
か
ひ
て
行
く

　
　

右
臂
は
肩
に
憑
り　

左
臂
は
折
る

　
　

翁
に
問
ふ　

臂う
で

折
れ
て
よ
り
来 

幾
年
ぞ

　
　

兼
ね
て
問
ふ　

折
る
を
致
せ
し
は
何
の
因
縁
ぞ
と

　
　

翁
云
ふ　

貫
は
新
豊
県
に
属
し

　
　

生
ま
れ
て
聖
代
に
逢
ひ
征
戦
无な

し

　
　

唯
だ
聴
く　

驪
宮
の
歌
吹
の
声
、
旗
鎗
と
弓
箭
と
を
識
ら
ず

　
　

何
い
く
ば
く

も
無
く　

天
宝
に
大
い
に
兵
を
徴
し

　
　

戸
に
三
丁
有
れ
ば
一
丁
を
抽ぬ

く
。
…
…

　
　
　

新
豊
老
翁
八
十
八
、
頭
鬢
鬚
眉
皆
似
雪
。
玄
孫
扶
向
店
前
行
、

　
　
　

右
臂
憑
肩
左
臂
折
。
問
翁
臂
折
来
幾
年
、
兼
問
致
折
何
因
縁
。

　
　
　

翁
云
貫
属
新
豊
県
、
生
逢
聖
代
无
征
戦
。
唯
聴
驪
宮
歌
吹
声
、

　
　
　

不
識
旗
鎗
与
弓
箭
。
無
何
天
宝
大
徴
兵
、
戸
有
三
丁
抽
一
丁
。

　
　
　

…
…

　

こ
れ
は
ま
さ
に
居
易
自
身
が
天
宝
の
遺
民
た
る
「
折
臂
翁
」
に
、
腕

が
折
れ
た
理
由
を
取
材
す
る
場
面
に
他
な
ら
な
い
。
翁
が
住
ま
う
「
新

豊
県
」
は
、
元
来
「
昭
応
県
」
と
同
一
の
県
で
あ
っ
た
が
、
天
宝
三
載

（
七
四
四
年
）
に
分
離
し
た
近
接
県
で
あ
る
（『
新
唐
書
』
巻
三
七
・
地

理
志
）。
居
易
は
元
和
元
年
秋
七
月
に
昭
応
県
へ
赴
い
た
際
、「
折
臂

翁
」
な
ど
新
豊
県
の
古
老
か
ら
も
、
楊
国
忠
や
玄
宗
貴
妃
に
ま
つ
わ
る

故
事
を
聞
き
及
ん
だ
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
五
ヶ
月
後

の
冬
十
二
月
、
仙
遊
寺
に
遊
ん
だ
三
名
が
「
語
り
て
此
の
事
に
及
び
、

相
与
に
感
嘆
し
た
」（「
長
恨
歌
伝
」）
と
い
う
李
楊
の
故
事
中
に
は
、

居
易
が
秋
七
月
に
昭
応
県
域
で
取
材
し
た
、
当
時
ま
だ
一
般
に
は
知
ら

れ
て
い
な
い
「
新
奇
な
」
話
柄
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ

れ
は
、「
歌
」
の
主
要
舞
台
で
あ
る
華
清
宮
の
近
隣
に
暮
ら
し
、
李
楊

の
時
代
を
知
る
生
き
証
人
に
し
か
語
り
得
な
い
「
地
元
民
の
生
々
し
い

証
言
」
で
あ
っ
て
、「
長
恨
歌
」
の
魅
力
を
一
層
高
め
た
で
あ
ろ
う
。

　
三
　
伝
記
考
①
―
元
和
二
年
春
、
長
安
へ

　

元
和
元
年
十
二
月
、
仙
遊
山
か
ら
盩
厔
県
に
戻
っ
た
居
易
は
、
山
か

ら
持
ち
帰
っ
た
二
本
の
松
を
県
庁
前
の
庭
に
植
え
た
。「
盩
厔
庁
前
の

双
松
に
寄
題
す
（
寄
題
盩
厔
庁
前
双
松
）」（
0399
）
に
い
う
、

　
　

憶
ふ
昨　

吏
た
り
し
日
、
腰
を
折
り
て
苦
辛
多
き
を

　
　

家
に
帰
り
て
自
ら
適
は
ず
、
心
神
を
慰
す
る
に
計
無
し

　
　

手
づ
か
ら
両
松
樹
を
栽
ゑ
、
聊
か
以
て
嘉
賓
に
当
つ

　
　

春
に
垂な
ん
な

ん
と
し
て
日
に
一
た
び
慨
す
れ
ば

　
　

生
意　

漸
く
欣
欣
た
り
。
…
…

　
　
　

憶
昨
為
吏
日
、
折
腰
多
苦
辛
。
帰
家
不
自
適
、
無
計
慰
心
神
。

　
　
　

手
栽
両
松
樹
、
聊
以
当
嘉
賓
。
垂
春
日
一
慨
、
生
意
漸
欣
欣
。

　
　
　

…
…

こ
れ
は
、
元
和
二
年
の
秋
以
降
に
長
安
へ
復
帰
し
た
居
易
が
、
二
本
の



二
六

松
に
寄
せ
た
詩
で
あ
る
。「
両
松
は
仙
遊
山
よ
り
県
庁
に
移
植
す
（
両

松
自
仙
遊
山
移
植
県
庁
）」
と
自
注
が
あ
る
。
こ
の
二
本
の
松
は
、
居

易
が
「
手
づ
か
ら
」
植
え
「
嘉
賓
に
当
」
て
た
と
い
う
が
、
詩
に
は

「
尽
日 
寂
寞
た
ら
ず
、
意
中 

三
人
の
如
し
（
尽
日
不
寂
寞
、
意
中
如

三
人
）」
の
句
が
あ
る
。
仙
遊
寺
に
お
け
る
王
・
陳
と
の
酒
宴
を
記
念

す
る
松
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

元
和
二
年
春
に
は
薔
薇
も
庭
に
移
植
し
た
。
七
絶
「
戯
れ
に
新
栽
の

薔
薇
に
題
す
（
戯
題
新
栽
薔
薇
）」（
0638
）
の
後
半
に
「
少
府　

妻
無
く

し
て
春
寂
寞
た
り
、
花
開
か
ば
爾な
ん
じ

を
将
っ
て
夫
人
に
当
て
ん
（
少
府

無
妻
春
寂
寞
、
花
開
将
爾
当
夫
人
）」
と
詠
う
。
こ
う
し
た
甘
美
な
情

想
を
抱
き
つ
つ
、
居
易
は
一
月
、
長
安
の
楊
家
に
向
か
っ
た
。
む
ろ
ん

新
作
の
「
長
恨
歌
」
を
携
え
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

楊
家
で
居
易
は
歓
待
を
受
け
た
。「
楊
家
に
宿
す
（
宿
楊
家
）」（
0641
）

に
い
う
、

　
　

楊
氏
弟
兄
倶
酔
臥    

楊
氏
の
弟
兄　

倶
に
酔
臥
し

　
　

披
衣
独
起
下
高
斎    

衣
を
披
て
独
り
起
っ
て
高
斎
を
下
る

　
　

夜
深
不
語
中
庭
立　
　

夜
深
け
て
語
ら
ず　

中
庭
に
立
て
ば

　
　

月
照
藤
花
影
上
堦　
　

月
は
藤
花
を
照
ら
し　

影
は
堦
に
上
る

「
楊
氏
弟
兄
」
と
は
、
楊
汝
士
（
字
は
慕
巣
）
と
従
弟
楊
虞
卿
（
字
は

師
皐
）
の
こ
と
（『
旧
唐
書
』
巻
一
七
六
、『
新
唐
書
』
巻
一
七
五
に
伝

が
あ
る（
６
））。

居
易
は
楊
汝
士
の
実
妹
と
、
翌
元
和
三
年
の
八
月
以
前
に

結
婚
す
る
。
詩
の
後
半
、
月
影
照
ら
す
楊
家
の
中
庭
で
、
藤
花
の
下
に

立
つ
居
易
は
、
将
来
の
妻
と
な
る
女
性
を
思
い
、
お
そ
ら
く
二
人
は
、

や
が
て
寄
り
添
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
は
「
長
恨

歌
」
の
密
誓
（
七
月
七
日
長
生
殿
、
夜
半
無
人
私
語
時
。
在
天
願
作
比

翼
鳥
、
在
地
願
為
連
理
枝
）
と
同
じ
情
趣
が
、
示
唆
的
に
再
現
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
早
く
平
岡
武
夫
氏
は
こ
う
指
摘
さ
れ
て
い
た（
７
）。

　
　

な
み
う
つ
花
の
影
が
東
廂
の
階
き
ざ
は
し

を
一
つ
一
つ
上
っ
て
ゆ
く
。
そ

の
階
の
上
に
彼
は
佳
人
の
姿
を
待
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
藤

の
花
の
姿
と
匂
は
、
佳
人
を
思
わ
せ
る
。

　
　

…
…
こ
こ
に
お
い
て
、
私
は
こ
う
思
う
。
長
恨
歌
が
製
作
さ
れ
た

こ
ろ
、
彼
は
す
で
に
楊
氏
の
女
を
愛
し
て
い
た
。
そ
の
愛
情
が
長

恨
歌
の
上
に
う
つ
し
述
べ
ら
れ
た
。
長
恨
歌
こ
そ
は
、
楊
氏
の
女

に
さ
さ
げ
ら
れ
た
愛
の
歌
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
歌
は
、
彼
女
の

心
を
し
っ
か
り
と
彼
に
結
び
つ
け
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。�

（
一
六
三
・
一
六
六
頁
）

　

こ
の
春
、
居
易
の
楊
家
滞
在
は
三
月
二
十
日
ま
で
、
足
か
け
三
ヶ
月

に
及
ん
だ
。
そ
の
主
要
な
目
的
は
、
婚
約
を
固
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
こ
の
時
の
居
易
に
と
っ
て
、
楊
家
は
「
愛
と
ロ
マ
ン
ス
の

館
」
で
あ
っ
た
。「
三
月
二
十
日
に
別
る
」
と
自
注
の
あ
る
「
酔
中
楊

六
（
楊
汝
士
）
兄
弟
に
留
別
す
（
酔
中
留
別
楊
六
兄
弟
）」（
0642
）
に
い

う
、

　
　

春
初
携
手
春
深
散　
　

春
初
に
手
を
携
へ　

春
深
け
て
散
ず

　
　

無
日
花
間
不
酔
狂　
　

日
と
し
て
花
間
に
酔
狂
せ
ざ
る
は
無
し

　
　

別
後
何
人
堪
共
酔  　

別
後　

何
人
か
共
に
酔
ふ
に
堪
へ
ん

　
　

猶
残
十
日
好
風
景  　

猶
ほ
残
る　

十
日
の
好
風
景



「
山
の
詩
人
」
白
居
易
〔
二
〕

二
七

　

さ
ら
に
「
酔
中　

盩
厔
に
帰
る
（
酔
中
帰
盩
厔
）」（
0643
）
に
い
う
、

　
　

金
光
門
外
昆
明
路　
　

金
光
門
外　

昆
明
の
路

　
　

半
酔
騰
騰
信
馬
廻　
　

半
ば
酔
ひ
騰と
う

騰と
う

と
し
て
馬
に
信ま
か

せ
て
廻
る

　
　

数
日
非
関
王
事
繋　
　

数
日　

王
事
の
繋
に
関
は
る
に
非
ず

　
　

牡
丹
花
尽
始
帰
来　
　

牡
丹　

花
尽
き
て　

始
め
て
帰
り
来
る

　

こ
う
し
た
陶
酔
と
高
揚
の
背
後
に
は
、
婚
約
に
伴
う
愛
の
喜
び
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

十
日
足
ら
ず
で
晩
春
三
月
も
尽
き
な
ん
と
す
る
こ
ろ
盩
厔
県
に
戻
っ

た
居
易
は
、
し
ば
ら
く
の
間
、
同
じ
陶
酔
感
に
包
ま
れ
て
い
た
よ
う

だ
。「
県
南
の
花
下
、
酔
中 

劉
五
を
留
む
（
県
南
花
下
、
酔
中
留
劉

五
）」（
0640
）
に
い
う
、

　
　

百
歳　

幾
廻
か
酩
酊
を
同
じ
う
す
る

　
　

一
年　

今
日
最
も
芳
菲
た
り

　
　

願
は
く
は
花
を
将
つ
て
天
台
の
女
に
贈
り

　
　

劉
郎
を
留
取
し
て
夜
に
到
っ
て
帰
ら
し
め
ん

　
　
　

百
歳
幾
廻
同
酩
酊
、
一
年
今
日
最
芳
菲
。
願
将
花
贈
天
台
女
、

　
　
　

留
取
劉
郎
到
夜
帰
。

　

居
易
は
翌
元
和
三
年
の
八
月
以
前
に
楊
夫
人
と
結
婚
す
る
。
そ
の
際

新
妻
に
贈
っ
た
詩
「
内
に
贈
る
」（
0032
）
の
冒
頭
に
い
う
、

　
　

生
為
同
室
親　
　

生
き
て
は
同
室
の
親
と
為
り

　
　

死
為
同
穴
塵　
　

死
し
て
は
同
穴
の
塵
と
為
ら
ん

「
生
死
を
超
え
た
愛
」
を
誓
う
こ
の
両
句
は
、「
長
恨
歌
」
の
密
誓
「
在

天
願
作
比
翼
鳥
、
在
地
願
為
連
理
枝
。
天
長
地
久
有
時
尽
、
此
恨
綿
綿

無
絶
期
」
と
、
み
ご
と
に
響
き
合
っ
て
い
る
。「
長
恨
歌
」
を
「
楊
氏

の
女
に
さ
さ
げ
ら
れ
た
愛
の
歌
」
と
み
た
平
岡
氏
の
指
摘
は
正
鵠
を
射

た
も
の
で
あ
り
、「
歌
」
の
主
題
と
も
深
く
関
わ
る
卓
見
で
あ
る
。
完

成
し
た
「
長
恨
歌
」
の
最
初
の
読
者

0

0

0

0

0

は
、
彼
女
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高

い
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
春
の
長
安
滞
在
中
の
事
跡
を
補
記
す
れ
ば
、
居
易

は
集
賢
院
校
書
郎
の
王
起
（『
旧
唐
書
』
巻
一
六
四
、『
新
唐
書
』
巻

一
六
七
）
と
も
会
っ
て
い
る
。「
玉
蘂
花
を
惜
し
み
、
集
賢
の
王
校
書

起
を
懐
ふ
有
り
（
惜
玉
蘂
花
、
有
懐
集
賢
王
校
書
起
）」（
0650
）
に
「
集

賢
に
讐
校
し
て
閑
日
無
し
、
瑤
花
落
尽
す
る
も
君
知
ら
ざ
ら
ん
（
集
賢

讐
校
無
閑
日
、
落
尽
瑤
花
君
不
知
）」
と
あ
る
。
四
ヶ
月
後
の
秋
七
月

に
、
居
易
が
府
詩
官
と
し
て
長
安
に
召
喚
さ
れ
、
集
賢
院
校
理
に
転
じ

て
い
る
こ
と
か
ら
推
せ
ば
、
長
安
滞
在
中
、
こ
の
王
起
な
ど
を
通
じ

て
、
自
作
の
詩
を
宮
中
に
広
め
て
も
ら
う
等
の
「
就
職
活
動
」
を
行
っ

た
可
能
性
が
あ
る（
８
）。

さ
ら
に
、
弟
行
簡
が
進
士
科
に
及
第
し
た
の
も
こ

の
春
で
あ
っ
た
（『
唐
詩
紀
事
』
四
に
「
白
行
簡
字
知
退
、
敏
而
有
詞
、

元
和
二
年
登
第
」
と
）。
合
格
後
の
行
簡
が
、
南
遊
し
て
親
族
（
浮
梁

〔
江
西
省
〕
の
大
兄
幼
文
な
ど
）
の
元
に
錦
を
飾
っ
た
と
す
れ
ば
、「
江

南
の
兄
弟
に
寄
す
（
寄
江
南
兄
弟
）」（
0397
）
は
、
行
簡
に
持
た
せ
た
詩

で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
元
和
元
年
九
月
に
没
し
た
元
稹
母
の
墓
誌
銘

（「
唐
河
南
元
府
君
夫
人
滎
陽
鄭
氏
墓
誌
銘
并
序
」
1467
）
も
、
元
和
二
年

春
二
月
、
長
安
滞
在
中
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。



二
八

　
四
　
山
の
詩
③
―
元
和
二
年
、
仙
遊
山

　

長
安
か
ら
盩
厔
県
に
戻
っ
た
居
易
は
、
再
び
仙
遊
山
に
登
っ
た
。

「
雲
居
寺
に
遊
び
、
穆
三
十
六
地
主
に
贈
る
（
遊
雲
居
寺
、
贈
穆

三
十
六
地
主
）」（
0644
）
に
い
う
、

　
　

乱
峰
深
処
雲
居
路　
　

乱
峰　

深
き
処　

雲
居
の
路

　
　

共
蹋
花
行
独
惜
春　
　

共
に
花
を
蹋ふ

み
て
行
き
独
り
春
を
惜
し
む

　
　

勝
地
本
来
無
定
主　
　

勝
地
は
本
来　

定
主
無
し

　
　

大
都
山
属
愛
山
人　
　

大お
お

都よ
そ　

山
は
山
を
愛
す
る
人
に
属
す

　
「
雲
居
寺
」
は
仙
遊
寺
と
同
じ
く
盩
厔
県
境
の
終
南
山
に
あ
る
寺
。

後
年
（
元
和
十
四
年
）、
王
質
夫
と
の
交
友
を
懐
古
し
た
詩
「
王
質
夫

に
寄
す
（
寄
王
質
夫
）」（
0532
）
に
「
春
に
は
尋
ぬ 

仙
遊
の
洞
、
秋
に

は
上
る 

雲
居
の
閣
」
と
あ
る
。「
秋
に
上
る
」
と
い
う
の
は
、
元
和
二

年
秋
に
も
、
再
び
雲
居
寺
を
訪
れ
、
九
十
歳
の
山
僧
か
ら
桐
の
古
木

に
つ
い
て
話
を
聞
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（「
雲
居
寺
孤
桐
詩
」
0011
）。

先
の
詩
（
0644
）
は
、
元
和
二
年
晩
春
の
訪
問
を
詠
じ
た
も
の
。「
穆

三
十
六
」
は
雲
居
寺
一
帯
を
所
有
す
る
地
主
ら
し
い
。
居
易
は
初
め
て

雲
居
寺
を
尋
ね
よ
う
と
し
て
穆
三
十
六
に
案
内
を
依
頼
し
た
の
だ
ろ

う
。
と
こ
ろ
が
「
共
に
花
を
蹋
ん
で
行
」
っ
た
も
の
の
、
役
目
を
終
え

る
と
穆
は
早
々
に
山
を
下
り
、
居
易
は
「
独
り
春
を
惜
し
む
」
こ
と
と

な
っ
た
。「
景
勝
地
に
は
本
来
、
所
有
者
な
ど
お
ら
ず
、
山
は
山
を
愛

す
る
心
を
持
つ
人
に
属
す
る
（
そ
の
本
質
的
魅
力
を
開
示
す
る
）
の

だ
」
と
い
う
感
慨
は
、「
山
の
詩
人
」
た
る
居
易
の
実
感
だ
ろ
う（
９
）。

　
「
山
を
愛
す
る
人
」
と
そ
れ
以
外
と
を
区
別
す
る
発
想
は
、
同
時
期

の
他
の
詩
に
も
見
え
る
。「
李
二
十
文
畧
・
王
十
八
質
夫
に
期
し
て
至

ら
ず
、
独
り
仙
遊
寺
に
宿
す
（
期
李
二
十
文
畧
・
王
十
八
質
夫
不
至
、

独
宿
仙
遊
寺
）」（
0647
）
に
い
う
、

　
　

文
畧
也
従
索
吏
役　
　

文
畧
は
也ま

た
従
り
て　

吏
役
に
索
せ
ら
れ

　
　

質
夫
何
故
恋
囂
塵　
　

質
夫
は
何
故
ぞ　

囂
塵
を
恋
ふ

　
　

始
知
解
愛
山
中
宿　
　

始
め
て
知
る
解よ

く
山
中
の
宿
を
愛
す
る
は

　
　

千
万
人
中
無
一
人　
　

千
万
人
中　

一
人
無
き
を

　

ま
た
「
仙
遊
寺
独
宿
」（
0185
）
に
い
う
、

　
　

沙
鶴　

階
に
上
り
て
立
ち
、
潭
月　

戸
に
当
た
り
て
開
く

　
　

此
の
中　

我
を
留
め
て
宿
せ
し
め
、
両
夜　

迴
る
こ
と
能
は
ず

　
　

幸
ひ
に
静
境
と
遇
ひ
、
帰
侶
の
催
す
無
き
を
喜
ぶ

　
　

今
の
独
遊
よ
り
後
、
人
と
共
に
来
た
る
こ
と
を
擬
せ
じ

　
　
　

沙
鶴
上
階
立
、
潭
月
当
戸
開
。
此
中
留
我
宿
、
両
夜
不
能
迴
。

　
　
　

幸
与
静
境
遇
、
喜
無
帰
侶
催
。
従
今
独
遊
後
、
不
擬
共
人
来
。

　

居
易
は
秋
七
月
に
長
安
へ
召
還
さ
れ
、
十
一
月
に
は
翰
林
学
士
を
授

か
る
が
、
年
末
に
長
安
で
詠
じ
た
「
天
門
街
を
過
ぐ
（
過
天
門
街
）」

（
0649
）
で
も
、

　
　

雪
尽
終
南
又
欲
春　
　

雪
尽
き
て　

終
南
又
た
春
な
ら
ん
と
欲
す

　
　

遙
憐
翠
色
対
紅
塵　
　

遙
か
に
憐
れ
む
翠
色
の
紅
塵
に
対
す
る
を

　
　

千
車
万
馬
九
衢
上　
　

千
車
万
馬　

九
衢く

の
上

　
　

廻
首
看
山
無
一
人　

  

首
を
廻
ら
し
て
山
を
看
る
は
一
人
も
無
し

と
詠
じ
て
い
る
。
山
へ
の
深
い
愛
と
山
水
美
へ
の
鋭
い
感
受
性
。
そ
れ



「
山
の
詩
人
」
白
居
易
〔
二
〕

二
九

ら
を
身
に
つ
け
た
詩
人
が
居
易
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
千
万
人
中　

一

人
も
無
し
」
と
嘆
く
ほ
ど
特
異
な
、
芸
術
家
固
有
の
感
性
で
あ
ろ
う
。

　
五
　
山
の
詩
④
―
山
水
画
家

　

こ
の
芸
術
的
感
性
を
共
有
す
る
者
と
し
て
、
居
易
は
こ
の
時
期
、
一

人
の
山
水
画
家
と
出
会
っ
て
い
る
。『
歴
代
名
画
記
』
巻
十
に
「
画
山

水
甚
有
意
思
。
為
桂
林
観
察
使
」
と
記
さ
れ
る
蕭
祜
で
あ
る（

（1
（

。
蕭
祜
か

ら
居
易
に
手
紙
と
詩
が
届
い
た
の
は
、
元
和
元
年
の
晩
秋
、
公
務
で
盩

厔
か
ら
駱
口
駅
に
赴
い
て
い
た
時
で
あ
っ
た
。
駱
口
駅
は
、
盩
厔
県
の

西
南
二
十
里
に
あ
る
駱
谷
関
の
こ
と
。
長
安
か
ら
駱
谷
を
経
て
蜀
へ
と

通
じ
る
、
南
山
路
の
入
り
口
に
位
置
す
る
。

　

居
易
は
盩
厔
県
尉
の
時
期
に
、
公
事
で
は
二
度
、
駱
口
駅
を
訪
れ
て

い
る
。
確
認
す
れ
ば
「
駱
口
に
祇し

役え
き

し
、
因
っ
て
王
質
夫
と
同
に
秋
山

に
遊
び
、
偶
ま
三
韻
を
題
す
（
祇
役
駱
口
、
因
与
王
質
夫
同
遊
秋
山
、

偶
題
三
韻
）」（
0182
）
は
一
度
目
の
訪
問
時
、
元
和
元
年
秋
の
作（

（1
（

。
詩
に

い
う
、

　
　

石
は
擁
し
て
百
泉
合
し
、
雲
は
破
れ
て
千
峯
開
く

　
　

平
生
烟
霞
の
侶
、
此
の
地
重
ね
て
徘
徊
す

　
　

今
日　

勤
王
の
意
、
一
半
は
山
の
為
に
来
た
る

　
　
　

石
擁
百
泉
合
、
雲
破
千
峯
開
。
平
生
烟
霞
侶
、
此
地
重
徘
徊
。

　
　
　

今
日
勤
王
意
、
一
半
為
山
来
。

　
「
烟
霞
の
侶
」
は
、
王
質
夫
。「
此
の
地
重
ね
て
徘
徊
す
」
と
い
う
の

は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
既
に
訪
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
今

回
は
公
務
で
の
訪
問
だ
が
、
半
分
は
山
を
楽
し
む
目
的
で
来
た
、
と
い

う
の
で
あ
る
。

　

公
務
に
よ
る
二
度
目
の
訪
問
は
、
翌
元
和
二
年
の
夏
で
あ
っ
た
。

「
再
び
公
事
に
因
り
て
駱
口
駅
に
到
る
（
再
因
公
事
到
駱
口
駅
）」（
0646
）

に
い
う
、

　
　

今
年
（
元
和
二
年
）
到
る
時　

夏
雲
白
し

　
　

去
年
（
元
和
元
年
）
来
り
し
時　

秋
樹
紅
な
り

　
　

両
度　

山
を
見
て
心
に
愧
づ
る
有
り

　
　

皆
王
事
に
因
っ
て
山
中
に
到
る
な
り

　
　
　

今
年
到
時
夏
雲
白
。
去
年
来
時
秋
樹
紅
。
両
度
見
山
心
有
愧
。

　
　
　

皆
因
王
事
到
山
中
。

「
心
に
愧
づ
る
有
り
」
と
は
、
二
度
と
も
俗
事
（
公
務
）
で
の
訪
問
と

な
り
、「
山
に
対
し
て
済
ま
な
い
」
と
い
う
慚
愧
の
念
（
良
心
の
呵
責
）

で
あ
る（

（1
（

。
ち
な
み
に
、
元
稹
が
元
和
四
年
（
八
〇
七
）
三
月
、
東
川
へ

の
使
者
と
し
て
駱
口
駅
を
訪
れ
た
際
の
詩
「
駱
口
駅
二
首
」
の
自
注
に

は
「
…
…
北
壁
有
翰
林
白
二
十
二
居
易
題
『
擁
石
・
関
云
』、『
開
雪
・

紅
樹
』
等
篇
、
有
王
質
夫
和
焉
。
王
不
知
是
何
人
也
。」
と
あ
る（

（1
（

。
こ

の
う
ち
「
擁
石
・
関
云
（
雲
）」
は
、
前
掲
し
た
元
和
元
年
秋
の
白
詩

（
0182
）
の
「
石
擁
・
雲
破
…
…
開
」
を
、
ま
た
「
開
雪
・
紅
樹
」
は
、

元
和
二
年
夏
の
白
詩
（
0646
）
の
「
夏
雲
白
・
秋
樹
紅
」
を
指
す
で
あ
ろ

う
。

　

さ
て
、
公
事
で
は
初
め
て
駱
口
駅
を
訪
れ
た
元
和
元
年
の
秋
、
居
易



三
〇

は
王
質
夫
と
共
に
駅
の
山
館
に
宿
泊
し
て
い
た
。
そ
の
時
、
蕭
祜
か
ら

手
紙
が
届
い
た
の
で
あ
る
。『
旧
唐
書
』
本
伝
に
「
善
く
琴
を
鼓
し
詩

を
賦
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
蕭
祜
は
詠
詩
に
も
長
け
て
い
た
。「
駱
口

駅
に
祗
役
し
、
蕭
侍
御
の
書
の
至
る
を
喜
び
、
兼
ね
て
新
詩
を
覩み

て
、

吟
諷
す
る
こ
と
通
宵
、
因
り
て
八
韻
を
寄
す
（
祗
役
駱
口
駅
、
喜
蕭
侍

御
書
至
、
兼
覩
新
詩
、
吟
諷
通
宵
、
因
寄
八
韻
）」（
0435
）
に
い
う
、

　
　

日
暮
れ
て
心
は
無
聊
、
吏
役　

正
に
営
営
た
り

　
　

忽
ち
驚
く　

芳
信
至
り
、
復
た
新
詩
を
并あ
わ

す
に

　
　

是
の
時　

天
に
雲
無
く
、
山
館
に
月
明
有
り

　
　

月
下
に
読
む
こ
と
数
遍
、
風
前
に
吟
ず
る
こ
と
一
声

　
　

一
た
び
吟
じ
て
三
四
た
び
歎
じ
、
声
尽
き
て
余
清
有
り

　
　

雅
な
る
哉　

君
子
の
文
、
性
を
詠
じ
て
情
を
詠
ぜ
ず

　
　

始
め
て
信
ず　

韶し
ょ
う

濩ご

（
殷
の
湯
王
が
定
め
た
典
雅
な
音
楽
）
を
聴
け
ば

心
を
し
て
和
平
な
ら
し
む
べ
き
を

　
　
　

日
暮
心
無
聊
、
吏
役
正
営
営
。
忽
驚
芳
信
至
、
復
与
新
詩
并
。

　
　
　

是
時
天
無
雲
、
山
館
有
月
明
。
月
下
読
数
遍
、
風
前
吟
一
声
。

　
　
　

一
吟
三
四
歎
、
声
尽
有
余
清
。
雅
哉
君
子
文
、
詠
性
不
詠
情
。

　
　
　

始
信
聴
韶
濩
、
可
使
心
和
平
。

　

翌
二
年
初
夏
に
は
、
仙
遊
谷
に
住
む
王
質
夫
が
、
長
安
の
蕭
祜
と
長

安
か
ら
盩
厔
県
に
帰
っ
て
間
も
な
い
居
易
の
二
人
に
宛
て
て
、
詩
を

贈
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
唱
和
し
た
白
詩
が
「
王
十
八
が
薔
薇
澗
の
花

時
、
蕭
侍
御
を
懐
ふ
有
り
、
兼
ね
て
贈
ら
る
る
に
和
す
（
和
王
十
八
薔

薇
澗
花
時
、
有
懐
蕭
侍
御
、
兼
見
贈
）」（
0645
）
で
あ
る
。

　
　

霄
漢
風
塵
倶
是
繋　
　

霄
漢
（
蕭
祜
）
風
塵
（
居
易
）
倶
に
是
れ
繋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
る

　
　

薔
薇
花
委
故
山
深　
　

薔
薇　

花
委お

ち
て　

故
山
深
し

　
　

憐
君
独
向
澗
中
立　
　

憐
む　

君
（
質
夫
）
独
り　

澗
中
に
立
ち

　
　

一
把
紅
芳
三
処
心　
　

一
た
び
紅
芳
を
把
り
て
三
処
の
心
あ
る
を

　

居
易
と
蕭
祜
の
交
友
は
王
質
夫
を
交
え
て
始
ま
っ
た
が
、
次
の
詩
は

二
人
で
唱
和
し
た
も
の
だ
ろ
う
。「
蕭
侍
御
の
「
旧
山
の
草
堂
を
憶
ふ
」

詩
を
見
、
因
っ
て
以
て
継
ぎ
和
す
（
見
蕭
侍
御
「
憶
旧
山
草
堂
」
詩
、

因
以
継
和
）」（
0183
）
の
後
半
に
い
う
、

　
　

珠
玉
は
信ま
こ
と

に
美
為た

る
も
、
鳥
は
其
の
中
を
恋
は
ず

　
　

台
中
の
蕭
侍
御
、
心
は
鴻
鶴
と
同
じ

　
　

晩
起　

豸ち

を
冠
す
る
に
慵
く
、
閑
行　

驄そ
う

を
避
く
る
を
厭
ふ

　
　

昨
さ
き
ご
ろ

山
を
憶
ふ
詩
を
見
る
に
、
詩
思　

浩
と
し
て
窮
ま
り
無
し

　
　

帰
夢
は
杳
と
し
て
何
れ
の
処
ぞ
、
旧
居
は
洛
水
の
東

　
　

秋
は
閑
な
り　

杉
桂
の
林
、
春
は
老
ゆ　

芝し

朮じ
ゆ
つ

の
叢

　
　

自
ら
云
ふ　

山
に
別
れ
し
後
、
離
抱　

常
に
忡
忡
た
り
と

　
　

衣
繍
は
栄
な
ら
ざ
る
に
非
ず
、
持
憲
は
雄
な
ら
ざ
る
に
非
ず

　
　

楽
し
む
所
は
此
に
在
ら
ず
、
悵
望
す 

草
堂
の
空

　
　
　

珠
玉
信
為
美
、
鳥
不
恋
其
中
。
台
中
蕭
侍
御
、
心
与
鴻
鶴
同
。

　
　
　

晩
起
慵
冠
豸
、
閑
行
厭
避
驄
。
昨
見
憶
山
詩
、
詩
思
浩
無
窮
。

　
　
　

帰
夢
杳
何
処
、
旧
居
洛
水
東
。
秋
閑
杉
桂
林
、
春
老
芝
朮
叢
。

　
　
　

自
云
別
山
後
、
離
抱
常
忡
忡
。
衣
繍
非
不
栄
、
持
憲
非
不
雄
。

　
　
　

所
楽
不
在
此
、
悵
望
草
堂
空
。



「
山
の
詩
人
」
白
居
易
〔
二
〕

三
一

詩
中
の
「
豸ち

を
冠
す
」「
驄そ
う

を
避
く
」「
繍
を
衣
る
」「
憲
を
持
す
」
は
、

い
ず
れ
も
御
史
台
・
侍
御
史
の
職
務
に
つ
い
て
い
う
。「
帰
夢
」
は
、

故
郷
（
旧
山
）
に
帰
る
夢
。
帰
山
の
夢
。
長
安
で
の
官
僚
生
活
に
な
じ

め
ず
、「
旧
山
の
草
堂
」
を
懐
か
し
む
蕭
祜
の
心
境
に
、
同
情
と
共
感

を
寄
せ
た
作
品
で
あ
る
。「
自
ら
云
ふ 

山
に
別
れ
し
後
、
離
抱 

常
に

忡
忡
た
り
と
」
の
句
は
、
山
水
美
を
愛
す
る
芸
術
家
が
、
権
勢
の
中
心

た
る
宮
城
で
官
僚
と
な
っ
て
い
る
不
適
合
感
の
表
明
。「
山
の
詩
人
」

居
易
の
共
有
す
る
感
覚
で
あ
っ
た
。

　

翌
三
年
夏
に
詠
ま
れ
た
次
の
詩
「
夏
日
独
り
直
し
て
蕭
侍
御
に
寄
す

（
夏
日
独
直
寄
蕭
侍
御
）」（
0193
）
で
は
、
山
水
画
家
蕭
祜
へ
の
共
感
は
、

よ
り
一
層
顕
著
で
あ
る
。
こ
の
時
居
易
は
左
拾
遺
・
翰
林
学
士
と
し
て

既
に
長
安
に
復
帰
し
て
い
た
。

　
　

憲
台
（
御
史
台
）
は
文
法
の
地
、
翰
林
は
清
切
の
司

　
　

鷹
猜　

野
鶴
（
蕭
祜
）
に
課
し
、
驥
徳　

山さ
ん

麋び

（
居
易
）
に
求
む

　
　

課
責
同
じ
か
ら
ず
と
雖
も
、
同
じ
く
宜
し
き
所
に
非
ざ
る
に
帰
す

　
　

是
を
以
て
方
寸
の
内
、
忽
忽
と
し
て
暗
に
相
思
ふ

　
　

夏
日　

独
り
直
に
上
り
、
日
長
く
し
て
何
の
為
す
所
ぞ

　
　

澹
然
と
し
て
他
念
無
く
、
虚
静　

是
れ
我
が
師

　
　

形
は
有
事
に
委
し
て
牽
か
る
る
も
、
心
は
無
事
と
期
す

　
　

中
憶
は
一
に
以
て
曠ひ
ろ

く
、
外
累　

都
て
遺
る
る
が
若
し

　
　

地
貴
く
し
て
身
覚
え
ず
、
意
閑
に
し
て
境
来
り
随
ふ

　
　

但
だ
松
と
竹
と
に
対
す
れ
ば
、
山
中
に
在
る
時
の
如
し

　
　

情
性　

聊
か
自
適
し
、
吟
詠　

偶
々
詩
を
成
す

　
　

此
の
意　

夫
子
（
蕭
祜
）
に
非
ざ
れ
ば
、
余
人　

多
く
は
知
ら
ず

　
　
　

憲
台
文
法
地
、
翰
林
清
切
司
。
鷹
猜
課
野
鶴
、
驥
徳
求
山
麋
。

　
　
　

課
責
雖
不
同
、
同
帰
非
所
宜
。
是
以
方
寸
内
、
忽
忽
暗
相
思
。

　
　
　

夏
日
独
上
直
、
日
長
何
所
為
。
澹
然
無
他
念
、
虚
静
是
我
師
。

　
　
　

形
委
有
事
牽
、
心
与
無
事
期
。
中
憶
一
以
曠
、
外
累
都
若
遺
。

　
　
　

地
貴
身
不
覚
、
意
閑
境
来
随
。
但
対
松
与
竹
、
如
在
山
中
時
。

　
　
　

情
性
聊
自
適
、
吟
詠
偶
成
詩
。
此
意
非
夫
子
、
余
人
多
不
知
。

　

詩
の
前
半
「
課
責　

同
じ
か
ら
ず
と
雖
も
、
同
じ
く
宜
し
き
所
に
非

ざ
る
に
帰
す
」
の
句
は
、
現
職
へ
の
不
適
合
感
を
二
人
が
共
有
し
て
い

る
こ
と
を
い
う
。
し
か
し
、
心
中
に
「
無
事
」
の
境
地
を
実
現
で
き
て

さ
え
い
れ
ば
「
意0

閑
に
し
て
境0

来
り
随
ふ
」
の
で
あ
っ
て
、
た
と
え
宮

中
に
居
て
も
「
但
だ
松
と
竹
と
に
対
す
れ
ば
、
山
中
に
在
る
時
の
如

し
」
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
境
地
を
理
解
で
き
る
の
は
「
夫
子
（
蕭

祜
）」
ぐ
ら
い
の
も
の
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
詩
に
よ
れ
ば
、
居
易
は
、
翰
林
院
に
宿
直
し
な
が
ら
、
自
適
の

境
地
を
心
中
に
実
現
し
「
閑
適
詩
」
を
詠
じ
て
い
た
（「
情
性　

聊
か

自
適
し
、
吟
詠 

偶
々
詩
を
成
す
」）。
そ
の
頃
、
蕭
祜
も
ま
た
、
御
史

台
の
壁
に
「
山
水
画
」
を
画
い
て
い
た
。
羊
士
諤
の
「
台
中
遇た
ま
たま

直
し

晨
に
蕭
侍
御
（
蕭
祜
）
の
壁
に
山
水
を
画
く
を
覧
る
（
台
中
遇
直
晨
覧

蕭
侍
御
壁
画
山
水
）」
詩
（『
全
唐
詩
』
巻
三
三
二
）
に
い
う
、

　
　

虫
思
庭
莎
白
露
天　
　

虫
思　

庭
莎　

白
露
の
天

　
　

微
風
吹
竹
暁
凄
然　
　

微
風　

竹
を
吹
き　

暁
凄
然
た
り

　
　

今
来
始
悟
朝
迴
客　
　

今
来　

始
め
て
悟
る　

朝
よ
り
迴
る
客



三
二

　
　

暗
写
帰
心
向
石
泉　
　

暗
に
帰
心
を
写
し
て
石
泉
に
向
か
ふ
を

　

同
じ
く
大
明
宮
内
に
あ
る
翰
林
院
と
御
史
台
に
勤
務
し
な
が
ら
、
居

易
は
閑
適
詩
で
「
山
中
に
在
る
時
の
如
し
」
と
吟
じ
、
蕭
祜
は
「
壁
に

山
水
を
画
」
い
て
い
た
。
二
人
の
感
性
の
共
鳴
を
確
認
で
き
る
事
実
で

あ
る
。
前
年
（
元
和
二
年
）
盩
厔
県
尉
で
あ
っ
た
時
、
居
易
は
「
官
舎

小
亭
の
閑
望
」（
0187
）
の
末
尾
で
こ
う
詠
っ
て
い
た
。

　
　

数
峯
太
白
の
雪
、
一
巻
陶
潜
の
詩

　
　

人
心
各
の
自
ら
是
と
し
、
我
が
是
と
す
る
は
良ま
こ
とに
玆
に
在
り

　
　

迴
っ
て
謝
せ
ん
名
を
争
ふ
客
に
、
甘
ん
じ
て
君
が
嗤わ
ら

ふ
所
に
従ま
か

す

　
　
　

数
峯
太
白
雪
、
一
巻
陶
潜
詩
。
人
心
各
自
是
、
我
是
良
在
玆
。

　
　
　

迴
謝
争
名
客
、
甘
従
君
所
嗤
。

共
に
「
太
白
の
雪
」（
や
「
陶
潜
の
詩
」）
の
滋
味
を
共
感
し
う
る
知
己

（
蕭
祜
）
は
、
却
っ
て
、
名
利
の
地
・
長
安
に
居
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

　
六
　
小
結
―
独
善
・
兼
済
の
葛
藤

　

本
稿
の
目
的
は
、
三
十
五
歳
か
ら
三
十
六
歳
夏
ま
で
の
作
を
中
心

に
、「
山
の
詩
人
」
と
し
て
の
白
居
易
の
本
質
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
制
科
を
受
験
し
て
盩
厔
県
尉
と
な
り
、
や
が
て
都
に
召

還
さ
れ
た
こ
の
時
期
、
居
易
は
独
善
と
兼
済
、
二
つ
の
理
想
の
間
を
揺

れ
動
い
て
い
た
。

　

元
和
二
年
夏
、「
時
に
盩
厔
県
尉
た
り
」
と
自
注
さ
れ
た
諷
諭
詩

「
麦
を
刈
る
を
観
る
詩
（
観
刈
麦
詩
）」（
0006
）
に
お
い
て
、
困
窮
す
る

農
民
を
目
の
当
た
り
に
し
た
居
易
は
、
そ
の
苦
衷
を
こ
う
詠
じ
て
い

る
。

　
　

田
家　

閑
月
少
な
し
、
五
月　

人
倍
ま
す
忙
し
…
…

　
　

力
尽
き
て
熱
き
を
知
ら
ず
、
但
だ
夏
日
の
長
き
を
惜
し
む
…
…

　
　

復
た
貧
婦
人
有
り
、
子
を
抱
き
其
の
傍
ら
に
在
り
…
…

　
　

其
の
相
顧
み
て
言
ふ
を
聴
け
ば
、
聞
く
者　

為
に
悲
傷
す

　
　

家
田
は
税
を
輸い
た

す
に
尽
き
た
れ
ば
、

　
　

此
れ
（
落
穂
）
を
拾
う
て
飢
腸
に
充
つ
と

　
　

今
我　

何
の
功
徳
あ
り
て
か
、
曾
て
農
桑
を
事
と
せ
ず

　
　

吏
録　

三
百
石
、
歳
晏く

れ
て
餘
糧
有
る
や

　
　

此
れ
を
念
ひ
て
私ひ
そ
か

に
自
ら
媿は

ぢ
、
尽
日
忘
る
る
能
は
ず

　
　
　

田
家
少
閑
月
、
五
月
人
倍
…
…
力
尽
不
知
熱
、
但
惜
夏
日
長
…

　
　
　

復
有
貧
婦
人
、
抱
子
在
其
傍
…
…
聴
其
相
顧
言
、
聞
者
為
悲
傷
。

　
　
　

家
田
輸
税
尽
、
拾
此
充
飢
腸
。
今
我
何
功
徳
、
曾
不
事
農
桑
。

　
　
　

吏
録
三
百
石
、
歳
晏
有
餘
糧
。
念
此
私
自
媿
、
尽
日
不
能
忘
。

　

困
窮
す
る
農
民
か
ら
税
を
取
り
立
て
る
こ
と
は
、
県
尉
た
る
居
易
の

職
務
で
あ
っ
た
。
詩
の
末
尾
に
示
さ
れ
た
慚
愧
の
念
は
、
農
民
へ
の
同

情
と
良
心
の
呵
責
で
あ
り
、
長
安
復
帰
後
に
量
産
さ
れ
た
諷
諭
詩
の
源

泉
の
一
つ
に
ほ
か
な
ら
な
い（

（1
（

。
そ
の
理
想
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
中

央
官
僚
に
復
帰
し
て
長
安
に
住
む
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
婚
約
者
も

待
ち
わ
び
て
い
た
。
し
か
し
居
易
は
、
長
安
復
帰
を
手
放
し
に
願
っ
て

い
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、「
時
に
盩
厔
県
尉
た
り
。
府
に
趨
き

て
作
る
」
と
自
注
さ
れ
た
詩
「
京
兆
府
に
新
た
に
蓮
を
栽
う
（
京
兆
府



「
山
の
詩
人
」
白
居
易
〔
二
〕

三
三

　
　

注

（
１
）	　

第
一
稿
は
、「『
山
の
詩
人
』
白
居
易
〔
一
〕
─
生
誕
か
ら
三
十
四
歳
ま
で
─
」

「
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集　

人
文
学
編
」
第
五
十
号
、
二
〇
二
一
年
。

（
２
）	　

本
文
は
岡
村
繁
『
白
氏
文
集　

一
～
十
二
下
』（
新
釈
漢
文
大
系
・
第
97
～
119
巻
、

明
治
書
院
）
に
拠
っ
た
が
、
漢
字
は
新
字
体
に
改
め
た
。
作
品
に
は
花
房
英
樹
『
白

氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』（
彙
文
堂
書
店
、
一
九
六
〇
年
）
に
よ
る
作
品
番
号
を
付

し
た
。

（
３
）	　

居
易
は
王
質
夫
・
陳
鴻
の
こ
と
を
、「
王
山
人
」（
0205
詩
）、「
陳
山
人
」（
0420
詩
）

と
も
呼
ぶ
。
山
人
と
「
長
恨
歌
」
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
金
文
京
「
白
居
易
の

酒
と
茶
の
詩
─
山
人
文
学
の
視
点
か
ら
─
」『
白
居
易
研
究
年
報
』（
第
十
八
号
、

二
〇
一
七
年
）
参
照
。

（
４
）	　

澤
崎
久
和
著
『
白
居
易
詩
研
究
』（
二
〇
一
三
年
、
研
文
出
版
）
第
三
章
「
白
居

易
と
仙
遊
寺
─
「
長
恨
歌
」
成
立
の
舞
台
と
背
景
─
」
に
詳
し
い
。

（
５
）	　

同
氏
著
『
楊
貴
妃
文
学
史
研
究
』（
二
〇
〇
三
年
、
研
文
出
版
）
三
〇
九
頁
。

（
６
）	　

居
易
が
楊
虞
卿
と
初
め
て
知
り
合
っ
た
の
は
、
貞
元
十
五
年
（
七
九
九
）
に
宣

城
で
郷
試
に
応
じ
た
際
で
あ
っ
た
（
羅
聯
添
『
白
楽
天
年
譜
』〔
国
立
編
訳
館
・

一
九
八
九
年
〕
参
照
）。

（
７
）	　

同
氏
著
『
白
居
易
―
生
涯
と
歳
時
記
』（
一
九
九
八
年
、
朋
友
書
店
）「
白
居
易
と

そ
の
妻
」。

新
栽
蓮
）」（
0012
）
の
後
半
で
は
、
京
兆
府
門
前
の
汚
溝
中
に
、
色
香
も

失
せ
て
咲
く
蓮
の
花
を
見
て
、
こ
う
詠
う
、

　
　

物
性
す
ら
猶
ほ
此
く
の
如
し
、
人
事
亦
宜
し
く
然
る
べ
し

　
　

根
を
託
す
る
其
の
所
に
非
ざ
る
は
、
棄
捐
せ
ら
る
る
に
如
か
ず

　
　

昔　

渓
中
に
在
り
し
日
、
花
葉　

清
漣
に
媚
ぶ

　
　

今
来
た
れ
ば
地
を
得
ず
し
て
、
府
門
の
前
に
顦
顇
た
り

　
　
　

物
性
猶
如
此
、
人
事
亦
宜
然
。
託
根
非
其
所
、
不
如
遭
棄
捐
。

　
　
　

昔
在
渓
中
日
、
花
葉
媚
清
漣
。
今
来
不
得
地
、
顦
顇
府
門
前
。

　

こ
の
蓮
の
姿
に
は
居
易
自
身
が
投
影
さ
れ
て
い
よ
う
。
根
を
託
す
べ

き
所
、
即
ち
、
自
己
の
本
性
に
適
し
た
地
を
得
る
こ
と
は
、
居
易
自
身

に
と
っ
て
切
実
な
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
が
心
引
か
れ
る
の
は
、

長
安
で
は
な
く
、
蓮
と
同
じ
「
渓
中
（
山
中
）」
な
の
で
あ
る
。

　

次
掲
し
た
「
月
燈
閣
に
暑
を
避
く
る
詩
（
月
燈
閣
避
暑
詩
）」（
0013
）

も
、
同
じ
く
元
和
二
年
夏
の
作
。
正
式
な
召
還
を
前
に
長
安
へ
一
時
的

に
出
て
き
た
際
の
作
品
で
あ
ろ
う
。
猛
暑
を
避
け
よ
う
と
長
安
延
興
門

外
の
仏
閣
に
上
っ
た
居
易
は
、
詩
の
後
半
を
こ
う
結
ん
で
い
る
。

　
　

行
く
行
く
都
門
の
外
、
仏
閣
正
に
岧ち
よ
う

嶤ぎ
よ
う

た
り

　
　

清
涼　

高
き
に
近
づ
い
て
生
じ
、
煩
熱　

静
に
委し
た
が

ひ
て
銷き

ゆ

　
　

襟
を
開
き
軒
に
当
た
っ
て
坐
せ
ば
、
神
泰や
す

ら
か
に
意
飄
飄
た
り

　
　

帰
路
の
傍
ら
を
廻
看
す
れ
ば
、
禾か

黍し
よ

尽
く
枯
焦
す

　
　

独
善　

誠
に
計
有
る
も
、
何
を
将
て
か
旱
苗
を
救
は
ん

　
　
　

行
行
都
門
外
、
仏
閣
正
岧
嶤
。
清
涼
近
高
生
、
煩
熱
委
静
銷
。

　
　
　

開
襟
当
軒
坐
、
神
泰
意
飄
飄
。
廻
看
帰
路
傍
、
禾
黍
尽
枯
焦
。

　
　
　

独
善
誠
有
計
、
将
何
救
旱
苗
。

　

自
己
の
本
性
に
適
う
「
仏
閣
」（
や
「
渓
中
」）
に
憩
う
「
独
善
」

は
、「
本
性
山
寺
を
便
と
す
る
」
居
易
に
と
っ
て
、
一
つ
の
理
想
で
あ

る
。
し
か
し
そ
れ
で
は
、
辛
苦
す
る
農
民
を
救
う
「
兼
済
」
の
理
想
は

実
現
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
矛
盾
・
葛
藤
を
抱
え
つ
つ
、
居
易
は
、
元

和
二
年
秋
七
月
、
長
安
へ
召
還
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。



三
四

（
15
）	　

盩
厔
県
尉
と
し
て
自
ら
税
を
取
り
立
て
た
際
の
苦
衷
は
、「
論
和
糴
状
」（
1950
）
に

も
「
臣
、
近
ご
ろ
畿
の
尉
と
為
り
て
、
曾
て
和
糴
の
司
を
領
す
。
親
ら
鞭
撻
し
て
、

覩
る
に
忍
び
ざ
る
所
な
り
（
臣
近
為
畿
尉
、
曾
領
和
糴
之
司
。
親
自
鞭
撻
、
所
不
忍

覩
）」
と
あ
る
。

（
原
稿
受
付 

二
〇
二
一
年
一
〇
月
七
日　
　

掲
載
決
定 

二
〇
二
一
年
一
一
月
一
九
日
）

（
８
）	　
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
三
七
・
憲
宗
元
和
二
年
に
「
盩
厔
尉
・
集
賢
校
理
白
居
易
作

楽
府
及
詩
百
余
篇
、
規
諷
時
事
、
流
聞
禁
中
。
上
見
而
悦
之
、
召
入
翰
林
為
学
士
。」

と
。

（
９
）	　

こ
れ
は
後
に
宋
の
蘇
軾
が
「
前
赤
壁
賦
」
で
「
且
夫
天
地
之
間
、
物
各
有
主
。

…
…
惟
江
上
之
清
風
、
与
山
間
之
明
月
…
…
取
之
無
禁
、
用
之
不
竭
、
是
造
物
者
之

無
尽
蔵
也
。
而
吾
与
子
之
所
共
食
。」
と
詠
じ
た
発
想
の
先
駆
で
あ
ろ
う
。

（
10
）	　

以
下
に
『
旧
唐
書
』
巻
一
六
八
の
本
伝
を
引
用
す
る
が
、
名
は
「
祐
」
に
作
る

（『
新
唐
書
』
巻
一
六
九
に
も
簡
略
な
伝
が
あ
る
）。

　
　

蕭
祐
（
祜
）
者
、
蘭
陵
人
。
少
孤
貧
、
耿
介
苦
学
、
事
親
以
孝
聞
。
自
処
士
徴
拝
左

拾
遺
、
累
遷
至
考
功
郎
中
。
祐
（
祜
）
博
雅
好
古
、
尤
喜
図
画
。
前
代
鍾
・
王
遺

法
、
蕭
・
張
筆
勢
、
編
序
真
偽
、
為
二
十
巻
。
元
和
末
進
御
、
優
詔
嘉
之
、
授
兵
部

郎
中
。
出
為
虢
州
刺
史
、
入
為
太
常
小
卿
、
転
諫
議
大
夫
。
踰
月
為
桂
州
刺
史
・
御

史
中
丞
、
桂
管
防
禦
観
察
使
。
大
和
二
年
八
月
、
卒
于
官
、
贈
右
散
騎
常
侍
。
祐

（
祜
）
閑
澹
貞
退
、
善
鼓
琴
賦
詩
、
書
画
尽
妙
、
遊
心
林
壑
、
嘯
詠
終
日
、
而
名
人

高
士
、
多
与
之
遊
。
給
事
中
韋
温
尤
重
之
、
結
為
林
泉
之
友
。

（
11
）　

通
説
で
は
「
元
和
二
年
の
作
」
と
す
る
が
、
同
年
秋
七
月
に
は
任
官
さ
れ
長
安
に

帰
っ
て
い
る
。「
元
年
秋
の
作
」
と
見
る
羅
聯
添
の
説
が
よ
い
。

（
12
）	　

同
じ
元
和
二
年
の
詩
「
病
假
中
、
南
亭
の
閑
望
（
病
假
中
、
南
亭
閑
望
）」（
0184
）

に
も
「
始
め
て
知
る 

吏
役
の
身
は
、
病
ま
ざ
れ
ば
閑
を
得
ざ
る
を
。
…
…
西
簷
竹

梢
の
上
、
坐
し
て
見
る
太
白
山
。
遥
か
に
愧
づ

0

0　

峯
上
の
雲
、
此
の
塵
中
の
顔
に
対

す
る
を
（
始
知
吏
役
身
、
不
病
不
得
閑
。
…
…
西
簷
竹
梢
上
、
坐
見
太
白
山
。
遥
愧

峯
上
雲
、
対
此
塵
中
顔
）」
と
あ
る
。

（
13
）	　
『
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書　

元
稹
集
（
修
訂
本
）
上
冊
』（
中
華
書
局
・

二
〇
一
〇
年
）
巻
十
七
。

（
14
）	　

居
易
が
山
水
画
を
含
む
絵
画
を
好
み
一
家
言
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
、
例
え
ば

貞
元
十
九
年
三
十
二
歳
の
作
「
画
に
記
す
（
記
画
）」（
1475
）
に
「
時
予
在
長
安
中
、

…
…
乃
請
観
於
張
（
敦
簡
）。
張
為
予
尽
出
之
。
厥
有
山
水
・
松
石
・
雲
霓
・
鳥
獣
、

曁
四
夷
・
六
畜
・
妓
楽
・
華
虫
咸
在
焉
。
…
…
」
と
あ
る
。
澤
崎
氏
前
掲
書
「
白
居

易
と
絵
画
」
参
照
。
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